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「みどりがおか」 令和７年１月８日（水）

第36号（文責：安藤真二）

「言葉を投げる！」

「相手に対して呼びかける、支援や誹謗

などの意図を込めた言葉を相手に向かって

言う」等の意味で使う「言葉を投げる」。

ときどき、自分の言った言葉が自分自身

に返ってくることがある。それは、あんな

こと言わなければよかった、という後悔の

気持ち。そんなつもりはなかったのに、言

葉のついでに出てしまった。それがやけに

気になってしまった。

（ツバキ 延岡市緑ヶ丘３丁目 202412.20）

私が投げた言葉により、周辺の人々を不

愉快にさせ、そして、自分自身もその言葉

につぶされそうになってしまう。

そんなつもりはなくても、その場にいた

人から見れば、誹謗中傷に受け取られたか

もしれない。すべては、自己責任である。

人生においては、そんな失敗が何度もや

ってくる。反省が足りないのだろう。

（月と火星 延岡市別府町 2024.12.18）

自分の思うとおりにできないことが生じ

たときに、陥りやすいのは、相手を変えよ

うとすること。そんな方は、結構いらっし

ゃるように思う。

「仲間にひどい人がいて困っています。」

「上司がとても厳しい人なのです。」と言

われたら、何と答えるのがいいのかな？

このように、文句を言っている人にとっ

ては。大きな問題でしょう。ですが、仲間

や上司はどう思っているでしょうか？

（夕焼け 延岡市緑が丘３丁目 2024.12.16）

仲間や上司はそれほど思っていないのか

もしれません。この方は、自分が投げかけ

た言葉で不機嫌になっている。つまり、投

げかけた言葉が、自分を追い込んでいく。

前向きな言葉を投げかけたい！

（煙突と月 延岡市出北 202412.16 5:27am）


